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短報

広東住血線虫（Ａ"gｿﾞ､s〃79)ノルｓ伽/川ﾉ7sｉｓ）のリンゴガイ

（Ａ”"ﾉﾉﾋz加川ｓP.）ヘの感染実験

内川隆一森大三佐藤淳夫

(昭和61年３月７日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ａ"gj0stγ0"gy/〃Ｓｃα〃ｔｏ"c"sjs，Ａ、〃〃αγｊ"ｍｓｐ.，experimentalinfection，

intermediatehost，distributionpatternoflarvae

餌として飼育した．感染後27日目に10匹の殻をはずし，

献体部を１％塩酸-ペプシン液で個別に２０°Ｃ・３～４

時間の消化後，虫体の有無を検査した．また残りの15匹

は28日目に献体部を肝・腎臓，外套膜，消化器・生殖器

(心臓を含む)，頭足部（筋肉部）に分けて同様に検査し

た．

検査したリンゴガイ２５匹中22匹（88％）に感染が認め

られ，その寄生虫体数は平均２３．２隻（2-116）で，形態

的にはすべて第３期幼虫まで発育していた．さらに，こ

れら幼虫を２匹のラットに40隻ずつ経口投与し，４０日後

にそれぞれの肺動脈から２０．２８隻の成虫を回収した．一

方，同じ水田で採集した他のリンゴガイ１５匹について

も，同様に軟体部をペプシン消化法により検査をした

が，線虫類の寄生は認められなかった．

一般にリンゴガイの属する前鯆類は，有肺類に比べ広

東住血線虫に対する感受性が低く，第３期まで発育でき

ないものや，幼貝においての糸第３期幼虫まで発育でき

るものがあると言われている（堀ら，１９７６；塩田ら，

1980)．しかし今回の実験では，感染後２７．２８日目に８８

％のリンゴガイから第３期幼虫が認められた．また，

Ｙｅｎｃｔｕ/、（1985）は台湾においてＡ"z〃"(zγｊｚｍｚ

ｃａｎｑ〃c〃/atzlsに対する広東住血線虫の感染実験を行い，

18日目には70.4％の幼虫が第３期幼虫まで発育し，大き

な個体程多くの虫体を保有していたと報告しており，リ

ンゴガイは他の前鰕類に比べ好適な中間宿主となりうる

と思われる．

幼虫を保有していたリンゴガイ１４個体における第３期

幼虫の体内分布をＴａｂｌｅｌに示した．半数以上の幼虫

が頭足部から見い出され，次いで消化器・生殖器，肝・

腎臓，外套膜の順であった．この結果は，Ｙｅｎｅｔａ/、

(1985）の報告した感染後１ケ月目に７０．３％の幼虫が頭

我が国に分布する多くの腹足類が，広東住血線虫

(Ａｎｇｊ０ｓ/oγ0"gy/"Ｓｃα"to"g"s/s）の中間宿主となるこ

とは自然感染および実験感染の結果から証明されている

(柳沢，1983)．しかし，ヒトがこれら中間宿主を食用と

して摂取することは稀である．

リンゴガイは殻長５ｃｍ以上に達し，別名「ジャンポ

タニシ」と呼ばれるようにタニシ・カワニナと同じ前鰕

類に属する．九州・沖繩では飼育・繁殖が容易で味がサ

ザエ・アワビに似ていることから，数年前に台湾を経由

して移入され，食用に養殖が行われている．ところが，

養殖場から逸出する個体に加えて安定市場が無いため，

廃業した養殖場に放置された個体が用水路・水田等で野

性化しており，生態系への影響や農作物への被害が懸念

されている．

日本に台湾を経由して移入されたリンゴガイはラプラ

タリンゴガイＡｍ〃〃αγ/"、／"s"/αγ"ｍとされている

が（浜田・松本,1985),台湾においてＹｅｎｃｍ/､（1985）

が報告したＡ、ｃα"α/〃/ａｔ"ｓとの異同については不明

のところが多いので，今回はＡ”""αγ伽zsp、として

報告する．

実験には鹿児島県国分市近郊の水田で採集した殻長

2～３ｃｍのリンゴガイおよび当教室で継代に使用してい

る広東住血線虫感染ラットの糞からベールマン法により

集めた第１期幼虫を用いた．直径３０ｃｍのシャーレ内

に25匹のリンゴガイを入れ，１０００隻/貝の第１期幼虫を

25°Ｃ・１８時間曝露させた．その後直径１２ｃｍのシャー

レ２つにこれらの貝を分けて収容し，２５°Ｃでレタスを
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Table1．DistributionofA"gj0stγ0"gy/"Ｓｃα〃twze〃ｓｊｓ３ｒｄ－ｓｔａｇｅｌａｒｖａｅｉｎｔｈｅｂｏｄｙｏｆ

Ａ加加ノルγｊｚｍｚｓｐ、２８daysafterinfection
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６
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２
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２
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１
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２
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Total

(％）

５９

(13.8）

１１１

(25.9）

４１

(9.6）

２１７

(50.7）
４２８

(100.0）

Ｎｏ．positive 1３11 １２ １２ 1４

足部から検出された結果と一致した．有肺類のアフリカ

マイマイにおいては，外套膜に最も多くの第３期幼虫が

分布し，頭足部には５．１％の幼虫の承が分布する（野田

ら，1985）のとは異なり，リンゴガイにおいて半数以上

の幼虫が頭足部に分布した、このことはリンゴガイの食

用により広東住血線虫症をきたす可能性を示唆するもの

である．また，Punyagupta（1965）はリンゴガイと同

じリンゴガイ科Ampullariidaeに属するＰｊｍｕｍ〃‐

JJuceuがタイ国において広東住血線虫の中間宿主とな

り，その生食がヒトへの感染源となると述べている．

今後，野性化したリンゴガイの分布地域の拡大および

広東住血線虫幼虫の保有状況に注意を払う必要があると

ともに，リンゴガイに対する食品衛生上の管理・規制の

徹底が望まれる．
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EXPERIMENTAL INFECTION OFAMPULLARIUM SP. WITH

ANGIOSTRONGYLUS CANTONENSIS

RYUICHI UCHIKAWA, TAIZO MORI AND ATSUO SATO

{Department ofMedical Zoology, Faculty ofMedicine,

Kagoshima University, Kogashima 890, Japan)

Ampullarium sp., a fresh water snail, collected in a rice field near Kokubu City, Kagoshima

Pref., were experimentally exposed to the first-stage larvae oi Angiostrongylus cantonensis. Twenty-two

(88%) out of 25 exposed snails harbored the 3rd-stage larvae 27 or 28 days after infection. These 3rd-

stage larvae were ingested by laboratory rats, and developed to the adults in their pulmonary arteries on

day 40.

The distribution pattern of the 3rd-stage larvae in 14 Ampullarium sp. was quite different from

that in Achatina fulica. In Ampullarium sp., 50.7% of the larvae were found in the head and foot, 25.9%

in the digestive and reproductive organs, 13.8% in the liver and kidney and 9.6% in the mantle, respec

tively.

These data indicate the possibility of human infection with A. cantonensis by eating the raw or

incompletely cooked ampullarid snails.
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